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インドネシ7のパリ島で国際通軍基金及び世界銀行の年次総会に反対する民来世界全植が 10月 10

-14日に行われた田で中途書加したo 10日と 11日の前段の分科会は、警寮の指示を受けた会場施設

剥が契約を一方的に取り消して聞催できなくなっていた.金書量倒I孟元会場予定地のホテルの前と年次総

金書帽で銃諸行動を行った.

12日.以上田情報を得て‘本会擁初日lこパリ島に到着した.連絡が何とか取れて壷場に到着できた

が、会植はすでに終わっていた.ここでフィリピン人活動軍と話した。前日フィリピンのミンザナオ島

にある住友フルーツが経置するパナナ農置で、労組弾圧を続ける会社が暴力章者を麗い、ピケを張る労

働者を襲撃させ、組合事務所を破檀し、事〈由労働者が負傷したという。民衆世界会櫨は次のような声

明を出した。

r民衆世界全措(PGC)申告国代表者らは.フィリピン・ミンずナオでストライキ中田NAMASU

FAの労働者に対する畢力的寝耳医を非障する.住友フルーツコーポレーション(スミフル)をはじめと

する多国語企章I主、 国際金融樺闘が作った新自由主儀政箪に基づいて、労働者の権利を意図的に無視

し抑圧している。国際通貨基金及び世界銀行からの惜童に支えられている7ィリピン政府は、独占資本

主穫の金融機関が土地を手にl...反労働者政策を実施し、環境破壊活動在実施することを許してきてい

る。私たちはストライキ中の労働者と同じ立場だ! 国際通貨基金と世界銀行を紛砕しようけ

その後、f連帯のタベ』に事加した.禁煙ではないようで.紫煙が立ち込める中、園内外的発言が続

くoAWC日本遣の旗を会場横に掲げたところ、大いに注目された。数人の事加者が『どこから来た。』

と聞を働けてきたので応答した.後半はブロ白歌手・グループの公演が続吉、皆起ち上がって盛りょが

った.

13目。朝、事務局からメールが届いていた。警察が全てのホテルを菅理下に置くとともに活動家を

厳しく監視している、民衆世界会話は以後の取り組みと日程を取り消す、多加者個々人と由連絡は今後

できない、またいつかともに活動できることを棄しみにしているーーという趣旨だった.しかし会議は

開催されるとのメーんがその後来た.

労働者分科会と寒向されたが婁障は女性分科会の部屋で、三つの討論の絡のうち『労働』に昔参加。続

いて‘通訳なしの反原発分科会に書加.途中、学生だが康民運動に関わっているという女性活動家が話

しかけてきた。その趣旨は次の通り.

地元自自警団が運動団樟を槙撃したのは本当だ.けが人はな〈、情喝をかけてきた.地元白人聞と言

っているが、おそらく警察官だ.警察は地元の人聞を・って SNS上で私たちに対する器務中傷を流し

て凶。数目前にスマトラ島で牢生凶作次総会に反対するプラカードをもって摘行動をしたとこ

ろ、書繋が5分後に暴力的に接除した.これがジョコイ政権だ.ジョコイ政権はフィリピンのドゥテル

テ政権と同じだ、遣うのは過激発言をするか.何も置わずににこにこしているだけかだ.事くの人がジ

ヨコ大統領を改革派で民主的だと思っているが、実障は違う.新自由主韓政策を進めている点では両者

はそっくりだ。原発についても既に数基が稼働中で、新位置十薗も進んでいる(注・現在インド才、シアに

は原発はないので稼働中というのは観り)。学生運動lまスハルト大統領退陣闘争が盛り上がった 1990

年代が頂点で、それ以降は下降している。その理由は分からない.当時由学生たちは社壷董革にまで進

まなかった.労働運動と良民運動は共に大きな規模だが、社会を董草する正しい路銀を有している部分



は少ない。その部分は一つの戦線に入っている。中国は私たちの側だ，

インドネシアのその戦線に入っている組織を教えてくれというこちらの要望に応えた彼女のメモに

よると、順に.

労働者GSBI(GabunganSerikat Bunian Indones由 インドネシア労働組合連合}、

農民 AGRA(AliansiGerakan Reforma Ag日ria農章改革運動連合)、

牢生 F阿N(FrontMahasiswa Nasional全国学生戦線)、

青年 PE阿BARU(pemudabaru indonesiaインドネシア新青年).

女性 5ERUNI(5erikatPerempuan lndon田 iaインドネシア女性連合).

移民労働者 KABARBU同I(KeluargaBuruh migran Indones旧インドネシア移住労働者家族ト

5D阿N_学生(SerikatDemokratlk Mahasisiua NaSional全国民主牢生連合)。

以上の全ての組織が統一戦線組織である FPR(FrontPeりuanganRakyat民衆闘争職線)1こ属してい

る。

労働分現金へ移動.コィリピンの活動家が第4次重量革命に関する世界強行のレポートを批判するプ

レゼンを行った.第4次産量革命は真由産量革命とは言えない、『経済大国』はサービス産量の比重が

増し、最新鋭のロポット・機械が使用されるー方で、『開発途上国Jでは工章の比重がますます増え、

古いロボット・纏憎が使用されるようになり、単純労働が増加する。両者ともに労働者に対する搾取は

ひどくなる。そうした事態に『産量革命』という襲名を付けたに過ぎない。誼街・機械は中立で、もと

もと良い悪いといえるものでは草い.要はだれがそれをもっているかだ.r経済大国J(f)労働者も『開

発途上国』の労働者も搾取されているのはいっしょであり、だから連帯して闘う必要がある ーという

趣旨だった@会騒が終わり.歌った.当初白予定では翌日にデモ行進をすることになっていたが、何も

決まっていないという。

14目。年次総会会場近〈で青年活動家約五十人が奇襲デモを貫徹した.警察が暴力的に押L込めた

が.銑識のシュプレヒコールl孟止まらなかった.

「国際通賀基金・世界銀行に反対する民衆世界金諸』は以上回釦〈‘ジョコイ政権・インドネシア警

察の或厳態努田中、重弾圧に屈することな〈、これを緯ね返して闘争方針を基本的に貫徹した固自園田

資本軍と地主、それらを支慢し操る帝国主義の打倒を錨げて不屈に闘い続けるインドネシア労働者民乗

とこれからも連帯し‘帝国主種を打倒しよう.


